
 教 科   科 目 名   単位数  学年   学科またはコース   履 修  

  公 民 現 代 社 会 ２ ２ 全 学 科 必履修 
 

 科目の  
 ねらい  

① 広い視野に立って、現代の社会と人間についての理解を深める。 

② 現代社会の基本的な問題について主体的に考え公正に判断する。 

③ 主権者としての在り方生き方について、考える力の基礎を養う。 

 使用教材など   教科書：実教出版『高校現代社会』新訂版 

 副教材：とうほう『新編テーマ別資料 現代社会2022』 
 

 期   月   時数   学 習 内 容   学習のポイント  

 
 
 一  
 学  
 期  

４ 

５ 

６ 

７ 

④ 

⑧ 

⑥ 

⑤ 

 環境と私たちの生活 

       
      〃 

      〃 

      〃 

  

科学技術の発達、資源・エネルギーの需給、

 などを理解し、環境と生活のかかわりについ

 て考える。 

 
 
 
 二  
 学  
 期  

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑤ 

現代の経済社会と私たちの生活 

〃 

〃 

 

 現代の民主政治と政治参加 

       〃 

 

 現代の市場や企業、情報化や国際化の進展に

ついて理解する。 

 雇用問題や、消費者保護、社会保障の充実、 

 社会資本の整備などについて考える。 

 基本的人権の保障と法の支配、平和主義と我

が国の安全について考える。 

 
 
 三  
 学  
 期  

１ 

２ 

３ 

⑦ 

⑥ 

 

       〃 

       〃 

       〃 

 世論の形成と政治参加の意義について理解し 

 個人と国家について考える。 

生命の尊重、自由・権利と責任・義務などに

ついて考える。 

 評価項目・学習にあたって・評価点  

①定期テスト 年間5回行います。日頃の授業に集中して取り組みましょう。 ７０点 

②ノート･プリン

ト提出 
定期テスト前に学習プリントを点検します。毎時間しっかり取り組み、提出

期限を守りましょう。 
３０点 

③授業の取り組み 授業には一生懸命取り組んで、課題は期限を守って提出しましょう。 

 


